
大
和
天
神
山
古
墳
出
土
鏡
鑑
の
保
存
修
理

大
和
天
神
山
古
墳
は
奈
良
県
天
理
市
柳
本
町
の
伊
射
那
岐
神
社
境
内
東
方
に

存
在
す
る
。
こ
の
付
近
一
帯
は
柳
本
古
墳
群
と
総
称
さ
れ
、
同
古
墳
は
そ
の
北

端
近
く
に
位
置
し
、
崇
神
天
皇
陵
の
陪
塚
と
し
て
四
世
紀
後
半
の
築
造
と
考
え

ら
れ
て
い
る
全
長
一
一
三
�
の
前
方
後
円
墳
で
あ
る
。
昭
和
三
十
五
年
に
発
掘

が
行
わ
れ
た
結
果
、
朱
を
充
満
し
た
木
櫃
や
そ
の
周
囲
に
配
置
さ
れ
た
二
十
三

面
の
青
銅
鏡
、
多
く
の
刀
剣
類
な
ど
が
出
土
し
て
お
り
、
古
墳
時
代
を
研
究
す

る
に
お
い
て
非
常
に
重
要
な
古
墳
と
位
置
付
け
さ
れ
て
い
る
。

（
財
）元
興
寺
文
化
財
研
究
所
で
は
、
同
古
墳
よ
り
出
土
し
た
青
銅
鏡
二
十
三

面
な
ら
び
に
刀
剣
類
な
ど
の
鉄
製
資
料
に
つ
い
て
、
平
成
十
年
度
か
ら
四
ヵ
年

に
わ
た
っ
て
保
存
修
理
委
託
を
受
け
実
施
す
る
機
会
を
得
た
。
保
存
修
理
を
実

施
し
た
結
果
、
接
合
位
置
の
見
直
し
が
あ
っ
た
も
の
の
、
不
鮮
明
で
あ
っ
た
鏡

背
文
様
が
明
確
に
な
っ
た
こ
と
で
、
古
墳
時
代
の
鏡
を
研
究
す
る
上
で
改
め
て

非
常
に
貴
重
な
資
料
と
し
て
紹
介
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

今
報
告
で
は
鑑
鏡
類
の
保
存
修
理
に
つ
い
て
、
接
合
に
と
も
な
う
破
片
の
移

動
や
修
理
中
に
得
ら
れ
た
知
見
等
を
中
心
と
し
た
保
存
修
理
に
つ
い
て
報
告
を

行
う
。
な
お
年
度
別
に
保
存
修
理
を
実
施
し
た
資
料
お
よ
び
修
理
検
討
委
員
は
、

以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

平
成
十
年
度

三
角
縁
変
形
神
獣
鏡
二
面
、
獣
形
鏡
三
面

平
成
十
一
年
度

内
行
花
文
鏡
四
面
、
画
文
帯
神
獣
鏡
四
面
、
画
像
鏡
二
面
、
獣
帯
鏡
一
面

平
成
十
二
年
度

流
雲
文
縁
方
格
規
矩
鏡
三
面
、
波
文
縁
方
格
規
矩
鏡
三
面
、
半
三
角
縁
人
物

鳥
獣
文
鏡
一
面

平
成
十
三
年
度

刀
剣
類
な
ど
の
鉄
製
品

大
和
天
神
山
古
墳
出
土
品
保
存
修
理
検
討
委
員

青
木
繁
夫
（
東
京
文
化
財
研
究
所
）・
井
口
喜
晴
（
奈
良
国
立
博
物
館
）・
今
津

節
生
（
橿
原
考
古
学
研
究
所
）・
澤
田
正
昭
（
奈
良
文
化
財
研
究
所
）・
千
賀
久

（
橿
原
考
古
学
研
究
所
）・
福
永
伸
哉
（
大
阪
大
学
）・
三
輪
嘉
六
（
日
本
大
学
）

増
澤
文
武
（
�
元
興
寺
文
化
財
研
究
所
）

処
理
前
の
様
子

同
古
墳
よ
り
出
土
し
た
青
銅
鏡
は
、
発
掘
直
後
に
保
存
修
理
を
実
施
せ
ず
接

合
の
み
な
さ
れ
て
い
た
が
、
資
料
全
体
が
錆
や
砂
な
ど
で
汚
れ
た
ま
ま
の
状
態

修
理
報
告

尾
崎

誠
・
井
口
喜
晴
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で
あ
り
、
鏡
背
の
文
様
も
明
確
で
は
な
か
っ
た
。
し
か
も
、
出
土
直
後
の
修
理

の
際
に
ポ
リ
エ
ス
テ
ル
樹
脂
に
よ
る
接
合
や
復
元
が
な
さ
れ
て
お
り
、
鏡
面
に

は
接
合
の
際
に
強
度
を
持
た
せ
る
た
め
と
考
え
ら
れ
る
、
幅
約
一
�
、
厚
さ
約

〇
・
二
�
の
補
強
が
行
わ
れ
て
お
り
、
鏡
背
に
も
そ
の
樹
脂
が
所
々
に
付
着
し

て
い
た
た
め
、
遺
物
の
様
子
を
著
し
く
損
な
っ
て
い
た
。
保
存
修
理
の
基
本
的

な
方
針
と
し
て
、
保
存
修
理
検
討
委
員
会
に
お
い
て
検
討
し
た
結
果
、
ポ
リ
エ

ス
テ
ル
樹
脂
の
除
去
と
で
き
る
だ
け
文
様
が
明
確
に
な
る
よ
う
に
ク
リ
ー
ニ
ン

グ
を
行
う
こ
と
、
解
体
再
接
合
に
伴
う
欠
損
部
に
つ
い
て
は
エ
ポ
キ
シ
樹
脂
を

充
填
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
文
様
が
推
定
で
き
る
部
分
に
つ
い
て
は
違
和
感
の

無
い
程
度
に
復
元
し
、
推
定
で
き
な
い
部
分
や
広
範
囲
に
な
る
部
分
に
つ
い
て

は
フ
ラ
ッ
ト
な
状
態
に
と
ど
め
て
お
く
こ
と
と
な
っ
た
。

修
理
前
調
査

修
理
前
の
状
態
を
記
録
す
る
た
め
、
写
真
撮
影
な
ら
び
に
Ｘ
線
透
過
試
験
を

行
っ
た
。
特
に
Ｘ
線
透
過
試
験
に
よ
り
欠
損
部
だ
け
で
な
く
遺
物
の
表
面
に
も

か
な
り
樹
脂
が
覆
っ
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
た
。
一
部
の
破
片
に
つ
い
て
は

接
合
位
置
の
間
違
い
や
、
別
の
破
片
が
あ
て
は
め
ら
れ
て
い
る
も
の
が
あ
っ
た
。

ま
た
、
表
面
観
察
だ
け
で
は
確
認
で
き
な
い
細
か
な
ひ
び
割
れ
や
、
腐
食
に
よ

る
孔
食
が
か
な
り
確
認
で
き
た
。
な
お
Ｘ
線
透
過
試
験
は
次
の
条
件
で
あ
る
。

装
置：

フ
ィ
リ
ッ
プ
ス
社
製
Ｘ
線
透
過
試
験
装
置
Ｍ
Ｇ
二
二
五
型

フ
ィ
ル
ム：
F
uji
X
-ray

film
Ix
100

増
感
紙：

鉛
増
感
紙

L
F
0.03

焦
点
フ
ィ
ル
ム
間
距
離：

100�

ク
リ
ー
ニ
ン
グ

で
き
る
限
り
文
様
を
明
確
に
す
る
と
い
う
修
理
方
針
に
従
い
、
鏡
面
の
汚
れ

や
錆
、
補
強
の
た
め
や
遺
物
表
面
に
ま
で
覆
っ
て
い
る
ポ
リ
エ
ス
テ
ル
樹
脂
を

筆
や
竹
串
、
メ
ス
、
ブ
ラ
シ
状
の
先
端
工
具
を
取
り
付
け
た
小
型
卓
上
グ
ラ
イ

ン
ダ
ー
を
用
い
て
除
去
し
た
。

有
機
溶
剤
に
よ
る
洗
浄
作
業

洗
浄
液
（
キ
シ
レ
ン
・
ア
ル
コ
ー
ル
・
酢
酸
エ
チ
ル
の
混
合
液
）
に
浸
漬
し
、

刷
毛
な
ど
を
用
い
油
脂
分
や
表
面
に
薄
く
付
着
し
て
い
た
樹
脂
な
ど
の
ク
リ
ー

ニ
ン
グ
を
行
っ
た
。
洗
浄
液
に
浸
漬
中
に
ポ
リ
エ
ス
テ
ル
樹
脂
に
混
ぜ
ら
れ
て

い
た
と
思
わ
れ
る
青
色
の
顔
料
が
溶
出
し
た
。

接
合
部
分
の
分
離
作
業

洗
浄
作
業
に
よ
り
少
し
脆
弱
に
な
っ
た
接
合
部
分
を
、
ド
ラ
イ
ヤ
ー
で
熱
を

か
け
少
し
柔
ら
か
く
し
な
が
ら
慎
重
に
分
離
し
、
接
合
面
に
残
っ
た
樹
脂
は
小

型
卓
上
グ
ラ
イ
ン
ダ
ー
や
メ
ス
を
用
い
て
除
去
し
た
。

サ
ン
プ
リ
ン
グ

鉛
同
位
体
に
よ
る
分
析
の
た
め
に
、
破
断
面
よ
り
サ
ン
プ
リ
ン
グ
を
行
っ
た
。

分
析
の
た
め
に
必
要
な
サ
ン
プ
リ
ン
グ
重
量
は
最
低
四
〇
�
必
要
で
、
可
能
な

限
り
メ
タ
ル
の
残
存
す
る
部
分
か
ら
採
取
し
た
。

Ｂ
Ｔ
Ａ
処
理

錆
の
進
行
を
抑
え
る
た
め
に
、
Ｂ
Ｔ
Ａ
（
ベ
ン
ゾ
ト
リ
ア
ゾ
ー
ル
）
処
理
を

行
っ
た
。

樹
脂
含
浸

ア
ク
リ
ル
樹
脂
の
減
圧
含
浸
を
三
回
行
っ
た
。

樹
脂
塗
布

ア
ク
リ
ル
樹
脂
の
塗
布
を
二
回
行
っ
た
。

接
合
・
復
元

細
か
な
破
片
の
接
合
に
つ
い
て
は
シ
ア
ノ
ア
ク
リ
レ
ー
ト
系
接
着
剤
を
使
用

し
、
全
体
の
接
合
と
復
元
に
は
エ
ポ
キ
シ
樹
脂
を
使
用
し
た
。
破
片
の
ゆ
が
み
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や
変
形
に
伴
い
歪
が
生
じ
て
い
る
場
合
は
、
一
箇
所
に
歪
が
集
中
す
る
こ
と
な

く
全
体
に
分
散
さ
せ
る
こ
と
と
し
た
。
接
合
に
伴
う
空
隙
や
強
度
や
取
り
扱
い

上
必
要
と
思
わ
れ
る
個
所
以
外
の
大
き
な
欠
損
部
の
復
元
に
つ
い
て
は
、
検
討

委
員
会
で
の
方
針
に
従
い
エ
ポ
キ
シ
樹
脂
を
用
い
て
復
元
す
る
こ
と
と
し
、
復

元
部
分
に
つ
い
て
は
鏡
面
は
、
フ
ラ
ッ
ト
に
し
、
鏡
背
面
は
文
様
を
復
元
し
す

ぎ
な
い
程
度
に
整
形
し
た
。
破
片
位
置
や
反
り
、
復
元
部
分
に
つ
い
て
は
福
永

伸
哉
氏
（
大
阪
大
学
）
の
指
導
を
受
け
た
。

樹
脂
塗
布

ア
ク
リ
ル
樹
脂
の
塗
布
を
一
回
行
っ
た
。

補
彩ア

ク
リ
ル
絵
の
具
に
よ
り
鏡
面
は
違
和
感
の
な
い
単
色
仕
上
げ
と
し
、
鏡
背

面
は
周
囲
と
違
和
感
の
な
い
程
度
（
遺
物
と
復
元
部
が
区
別
で
き
る
ぐ
ら
い
）

に
彩
色
を
行
っ
た
。

修
理
後
調
査

写
真
撮
影
な
ら
び
に
接
合
状
況
の
変
化
を
記
録
す
る
た
め
に
再
度
Ｘ
線
透
過

試
験
を
行
っ
た
。

安
定
台
作
製

遺
物
の
保
護
と
展
示
中
の
安
全
を
考
え
安
定
台
を
作
製
す
る
こ
と
に
し
た
。

鏡
が
安
定
す
る
よ
う
に
鏡
面
の
型
を
取
り
鏡
の
径
よ
り
一
〇
�
小
さ
い
シ
リ
コ

ン
シ
ー
ト
を
作
製
し
、
高
さ
一
〇
�
の
丸
台
に
乗
せ
る
こ
と
と
し
た
。

桐
箱
作
製

保
管
や
移
動
を
考
え
桐
箱
を
作
製
し
た
。

保
存
修
理
に
伴
う
主
な
変
更
部
分
を
簡
単
に
記
す
。

流
雲
文
縁
方
格
規
矩
鏡
（
一
号
鏡
）

解
体
再
接
合
に
伴
う
破
片
位
置
の
見
直
し
は
無
か
っ
た
。
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
に

よ
り
文
様
が
鮮
明
に
な
り
鈕
の
部
分
に
上
下
方
向
の
研
磨
痕
が
確
認
で
き
た
。

欠
損
部
が
大
き
い
た
め
鏡
背
部
分
の
復
元
は
鋸
歯
文
な
ら
び
に
銘
帯
部
の
圏
線

の
み
復
元
し
た
。

画
文
帯
神
獣
鏡
（
二
号
鏡
）

解
体
再
接
合
に
よ
る
破
片
位
置
の
見
直
し
は
無
か
っ
た
。
欠
損
し
て
い
た
珠

文
帯
部
分
の
半
円
と
方
形
格
に
つ
い
て
は
シ
ル
エ
ッ
ト
の
み
復
元
し
た
。
鏡
背

部
分
に
付
着
し
て
い
る
朱
は
そ
の
ま
ま
残
し
た
。

内
行
花
文
鏡
（
三
号
鏡
）

解
体
再
接
合
に
よ
り
平
行
線
文
帯
と
鋸
歯
文
が
内
区
の
八
花
文
付
近
に
当
て

は
め
ら
れ
て
い
た
が
、
本
来
の
位
置
が
確
認
で
き
た
の
で
、
も
と
の
位
置
に
戻

し
た
。
一
部
の
破
片
に
つ
い
て
は
接
合
位
置
が
確
定
で
き
な
か
っ
た
の
で
取
り

除
い
た
。

内
行
花
文
鏡
（
四
号
鏡
）

解
体
再
接
合
に
よ
り
一
部
の
破
片
に
つ
い
て
は
接
合
位
置
が
確
定
で
き
な
か

っ
た
の
で
取
り
除
い
た
。
ま
た
破
片
群
の
中
か
ら
四
葉
文
座
鈕
と
文
字
の
一
部

が
確
認
で
き
た
の
で
接
合
し
た
。
外
縁
部
の
欠
損
は
復
元
し
た
。

三
角
縁
変
形
神
獣
鏡
（
五
号
鏡
）

解
体
再
接
合
に
よ
る
破
片
位
置
の
見
直
し
は
無
か
っ
た
。
鏡
背
か
ら
外
縁
部

に
か
け
て
付
着
す
る
朱
を
除
去
し
た
と
こ
ろ
、
鏡
面
と
朱
の
境
界
部
分
に
水
銀

が
析
出
し
て
い
る
の
が
確
認
さ
れ
た
。
確
認
さ
れ
た
水
銀
は
こ
の
ま
ま
で
は
保

存
不
可
能
な
た
め
す
べ
て
回
収
し
サ
ン
プ
ル
瓶
に
密
封
し
て
保
管
す
る
こ
と
と

し
、
朱
は
記
録
を
取
っ
た
後
す
べ
て
除
去
し
た
。

画
文
帯
神
獣
鏡
（
六
号
鏡
）
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解
体
再
接
合
に
よ
り
一
箇
所
接
合
の
見
直
し
が
あ
っ
た
。
一
部
の
破
片
に
つ

い
て
は
接
合
位
置
が
確
定
で
き
な
か
っ
た
の
で
取
り
除
い
た
。

獣
形
鏡
（
七
号
鏡
）

解
体
再
接
合
に
よ
る
破
片
位
置
の
見
直
し
は
無
か
っ
た
。

流
雲
文
縁
方
格
規
矩
鏡
（
八
号
鏡
）（
口
絵
１０
）

解
体
再
接
合
に
よ
る
破
片
位
置
の
見
直
し
は
無
か
っ
た
。
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
に

よ
り
文
様
が
鮮
明
に
な
っ
た
。

流
雲
文
縁
方
格
規
矩
鏡
（
九
号
鏡
）

解
体
再
接
合
に
よ
る
破
片
位
置
の
見
直
し
は
無
か
っ
た
。
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
に

よ
り
文
様
が
鮮
明
に
な
っ
た
こ
と
で
、
乳
を
除
く
内
区
や
外
縁
の
文
様
は
上
部

が
、
は
つ
ら
れ
た
よ
う
な
状
態
で
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
た
。

画
像
鏡
（
十
号
鏡
）

解
体
再
接
合
に
よ
る
破
片
位
置
の
見
直
し
は
無
か
っ
た
。

画
像
鏡
（
十
一
号
鏡
）

解
体
再
接
合
に
よ
り
内
区
に
八
箇
所
接
合
の
見
直
し
が
あ
っ
た
。
破
片
群
の

中
か
ら
「
氏
・
作
」
の
一
部
と
「
母
」
の
一
部
、
珠
文
円
座
鈕
の
一
部
が
確
認

で
き
た
の
で
接
合
し
た
。
一
部
の
破
片
に
つ
い
て
は
接
合
位
置
が
確
定
で
き
な

か
っ
た
の
で
取
り
除
い
た
。

画
文
帯
神
獣
鏡
（
十
二
号
鏡
）

解
体
再
接
合
に
よ
り
破
片
位
置
の
見
直
し
は
無
か
っ
た
。
破
片
群
の
中
か
ら

怪
獣
の
後
脚
部
分
が
確
認
で
き
た
の
で
接
合
し
た
。

獣
形
鏡
（
十
三
号
鏡
）

解
体
再
接
合
に
よ
り
内
区
、
外
縁
と
も
に
二
箇
所
接
合
の
見
直
し
が
あ
っ
た
。

ま
た
破
片
群
の
中
か
ら
外
縁
部
の
破
片
一
個
が
確
認
で
き
た
の
で
接
合
し
た
。

画
文
帯
神
獣
鏡
（
十
四
号
鏡
）

解
体
再
接
合
に
よ
り
一
箇
所
接
合
の
見
直
し
が
あ
っ
た
。
破
片
群
の
中
か
ら

珠
文
帯
の
半
円
の
一
部
が
確
認
で
き
た
の
で
接
合
し
た
。

三
角
縁
変
形
神
獣
鏡
（
十
五
号
鏡
）

解
体
再
接
合
に
よ
る
破
片
位
置
の
見
直
し
は
無
か
っ
た
。
鏡
背
か
ら
外
縁
部

に
か
け
て
付
着
す
る
朱
を
除
去
し
た
と
こ
ろ
、
鏡
面
と
朱
の
境
界
部
分
に
水
銀

が
析
出
し
て
い
る
の
が
確
認
さ
れ
た
。
確
認
さ
れ
た
水
銀
は
こ
の
ま
ま
で
は
保

存
不
可
能
な
た
め
す
べ
て
回
収
し
、
サ
ン
プ
ル
瓶
に
密
封
し
て
保
管
す
る
こ
と

と
し
、
朱
は
記
録
を
取
っ
た
後
す
べ
て
除
去
し
た
。

波
文
縁
方
格
規
矩
鏡
（
十
六
号
鏡
）

解
体
再
接
合
に
よ
る
破
片
位
置
の
見
直
し
は
無
か
っ
た
。
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
に

よ
り
文
様
が
鮮
明
に
な
っ
た
こ
と
で
、
外
縁
の
文
様
は
上
部
が
、
は
つ
ら
れ
た

よ
う
な
状
態
で
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
た
。

内
行
花
文
鏡
（
十
七
号
鏡
）

解
体
再
接
合
に
よ
り
内
区
、
外
縁
と
も
に
接
合
の
見
直
し
が
あ
っ
た
。
一
部

の
破
片
に
つ
い
て
は
接
合
位
置
が
確
定
で
き
な
か
っ
た
の
で
取
り
除
い
た
。

獣
形
鏡
（
十
八
号
鏡
）

解
体
再
接
合
に
よ
る
破
片
位
置
の
見
直
し
は
無
か
っ
た
。
Ｘ
線
透
過
試
験
に

よ
り
、
外
縁
の
一
部
の
ス
が
楕
円
形
に
変
形
し
て
い
る
の
が
確
認
で
き
る
こ
と

か
ら
、
湯
口
で
あ
る
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。

波
文
縁
方
格
規
矩
鏡
（
十
九
号
鏡
）

解
体
再
接
合
に
よ
り
大
幅
に
破
片
位
置
の
見
直
し
が
あ
っ
た
。
欠
損
部
が
大

き
い
た
め
鏡
背
部
分
の
復
元
は
鋸
歯
文
な
ら
び
に
銘
帯
部
の
圏
線
の
み
復
元
し

た
。

内
行
花
文
鏡
（
二
十
号
鏡
）

解
体
再
接
合
に
よ
る
破
片
位
置
の
見
直
し
は
無
く
、
破
片
群
の
中
か
ら
平
行
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線
文
の
一
部
が
確
認
で
き
た
の
で
接
合
し
た
。

流
雲
文
縁
方
格
規
矩
鏡
（
二
十
一
号
鏡
）

解
体
再
接
合
に
よ
り
二
箇
所
接
合
の
見
直
し
が
あ
っ
た
。
ま
た
鏡
面
の
三
分

の
一
ほ
ど
を
覆
っ
て
い
た
樹
脂
を
除
去
す
る
と
、
そ
の
下
か
ら
は
劣
化
し
た
状

態
も
あ
っ
た
が
健
全
な
状
態
の
部
分
も
現
れ
た
。

半
三
角
縁
人
物
鳥
獣
文
鏡
（
二
十
二
号
鏡
）

解
体
再
接
合
に
よ
る
破
片
位
置
の
見
直
し
は
無
か
っ
た
。

獣
帯
鏡
（
二
十
三
号
鏡
）

解
体
再
接
合
に
よ
り
三
箇
所
接
合
の
見
直
し
が
あ
っ
た
。
一
部
の
破
片
に
つ

い
て
は
接
合
位
置
が
確
定
で
き
な
か
っ
た
の
で
取
り
除
い
た
。

お
わ
り
に

こ
れ
ま
で
古
鏡
研
究
に
お
い
て
非
常
に
重
要
視
さ
れ
な
が
ら
も
、
鏡
背
文
様

の
詳
細
な
検
討
が
充
分
で
な
か
っ
た
感
の
あ
る
本
鏡
鑑
類
で
あ
っ
た
が
、
今
回

の
保
存
修
理
に
よ
り
今
ま
で
不
鮮
明
で
あ
っ
た
鏡
背
文
様
を
鮮
明
に
す
る
こ
と

が
で
き
た
。
永
い
眠
り
か
ら
覚
め
、
よ
う
や
く
そ
の
本
来
の
姿
を
取
り
戻
し
た

鏡
鑑
類
は
古
鏡
研
究
に
新
た
な
議
論
を
呼
ぶ
と
と
も
に
、
大
和
天
神
山
古
墳
そ

の
も
の
の
研
究
に
つ
い
て
非
常
に
重
要
な
資
料
と
な
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。
今
回
の
報
告
は
鏡
鑑
類
の
み
に
な
っ
た
が
、
刀
剣
類
な
ど
の
鉄
製
遺
物
の

保
存
修
理
も
実
施
し
て
お
り
、
そ
の
結
果
、
報
告
書
に
記
載
さ
れ
て
い
る
点
数

や
法
量
に
つ
い
て
か
な
り
の
部
分
で
見
直
す
結
果
と
な
っ
た
。
そ
の
詳
細
に
つ

い
て
は
次
の
機
会
で
報
告
を
行
う
こ
と
と
す
る
。

付
記

大
和
天
神
山
古
墳
出
土
品
は
、
独
立
行
政
法
人
国
立
博
物
館

奈
良
国
立
博
物

館
々
蔵
品
と
し
て
保
有
さ
れ
て
い
る
。
本
古
墳
出
土
品
の
修
理
は
平
成
十
〜
十
二
年
度
は

文
化
庁
が
担
当
し
、
大
和
天
神
山
古
墳
出
土
品
保
存
修
理
検
討
委
員
会
を
設
け
、
同
委
員

会
の
指
導
の
下
に
実
施
し
、
平
成
十
三
年
度
は
奈
良
国
立
博
物
館
が
担
当
し
た
。

な
お
、
保
存
修
理
報
告
は
修
理
委
託
を
受
け
た（
財
）元
興
寺
文
化
財
研
究
所

尾
崎
誠

が
執
筆
し
、
奈
良
国
立
博
物
館

井
口
喜
晴
が
校
訂
し
た
。

（
お
ざ
き

ま
こ
と

元
興
寺
文
化
財
研
究
所
出
土
金
属
製
品
保
存
処
理
室
主
任
）

（
い
の
く
ち

よ
し
は
る

当
館
考
古
室
長
）
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